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❺ 歌集･句集･詩集　詩・歌・句に託したいのちのなりわい

歌集
１� 渉りゆかむ 斉藤　　史 Ｓ 60・９

２ 歌集　屋上の椅子 木下千冬・木下浪江 Ｓ 60・12

�３� 歌集　黒木 菊池　　剣 Ｓ 55・９

４ 菊池剣全歌集 　　〃 Ｈ ７・ ９

５ 中島哀浪全歌集 中島　哀浪 Ｈ ３・ １

�６� 春風のように 内藤　賢司 Ｓ 63・８

７� 歌集　花ばさみ 幸口はつき Ｓ 54・２

８� 歌集　歳月 　　〃 Ｓ 62・２

９ 歌集　老楠 吉武　喜一 Ｓ 60・４

10� 歌集　回帰 西原　忠毅 Ｈ 11・７

11 十五周年記念合同歌集 かささぎ短歌会 Ｓ 46・２

�12 二十五周年　　　〃 　　　〃 Ｓ 55・11

13 三十周年　　　　〃 　　　〃 Ｓ 61・２

�14� 四十周年　　　　〃 　　　〃 Ｈ ７・ １

15 歌集　楽もかつがつ苦もかつがつ 吉田　とし Ｈ 15・７

�16 香煙 三小田浩子 Ｓ 53・10

�17� 畦道 古賀　弓子 Ｓ 61・11

18� 歌集　山茱芙 梶村　　止 Ｓ 56・７

19� 合同歌集ゑぼし名 那珂公民館短歌講座 Ｓ 58・12

20� おもかげ 吉田　綾子 Ｓ 58・５

21� 歌集　峡の虹 井上　雅生 Ｓ 50・２

22� 歌文集　琉球 中村　行利 Ｓ 53・８

23� 歌集　阿遊美 杉森　包子 Ｈ 11・９
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24 歌集　常歌 杉森　　彬 Ｈ 12・７

25� 歌集　はぜのみ 庄籠　正記 Ｈ 12・11

26� 手鎌春秋里のうた 栗原とし子 Ｈ 14・７

27 めい想 蒲池ハルカ Ｓ 51・12

�28� 歌集　法の華 中村　盛子 Ｈ 15・８

29� 歌集　八十路の寝言 江島和可乃 Ｈ 12・７

30� 歌集　つぶら実 山口　瑞枝 Ｈ １・ ６

31� うた日記 遠藤　紗代 Ｓ 62・１

32� 而立 那珂公民館短歌講座 Ｈ 10・11

33 歌集　つぐり 岩瀬　昌二 Ｓ 58・12

�34� 歌集　燈炬 丸山　保則 Ｈ ７・ ８

35� 古稀を迎えて−この命ある限り− 野田キクエ Ｓ 63・10

36� 歌集　藤（第一集） 黒木短歌会 Ｈ 13・12

37� うた日記抄 桑原　春代 Ｓ 50・３

38� 歌集　老後のたわごと 田崎　貞吉 Ｓ 61．９

39� 金言名歌集 中島　梧桐 Ｓ 62・　

40� 歌集　芥火 菊池　　剣 Ｓ 37・４

41 合同歌集　山籟 やまなみ短歌会 Ｓ 58・１

�42� 合同歌集　頂 　　　〃 Ｓ 49・８

43� 合同歌集　林道 　　　〃 Ｓ 53・９

44� 歌集　白日 前田　　博 Ｓ 27・４

45� 歌集　木工のまち 平島　初男 Ｈ 12・８

46� 石橋武子集 石橋征男編 Ｈ 13・４

47 歌集　花の譜 厨　ミチヨ Ｓ 56・12

�48 歌集　五十年 服部　照子 Ｈ 12・12

�49� 生きがいのうた 中島　梧桐 Ｈ ６・ １

50 古賀四郎歌集 古賀　四郎 Ｓ 60・４
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�51 生かされ生きる 速水みきえ Ｈ 16・６

�52 村松幸子歌集　道 村松　幸子 Ｈ 16・８

�53� 歌集　両手握れば 大坪　公子

54� 言葉湧きこよ 小川　房子 Ｈ 16・10

55 もちの木 橋爪　　惇

�56� 歌集生かされて みずかみかずよ Ｓ 63・９

57 鶴唳 藤吉　宏子 Ｈ 16・９

�58 歌集あめんぼう 日刈　琢史 Ｈ 16・７

�59� 紫陽花 浦かつみ・才所久子 Ｈ 14・12

60� 沙羅双樹 畑田ミネ子 Ｈ 14・11

61� 歩行１〜 15 内藤　賢司 Ｈ ２ 〜　

62 姿勢 毛利　文平 Ｓ 36・11

�63� 銀化無限 木下　正美 Ｈ 11・９

64� 塵中塵外 　　〃 Ｈ ５・ ７

65� 天門 　　〃 Ｈ 15・５

66� 地下茎 　　〃 Ｓ 55・４

67� 蟻の道 東出　紙魚 Ｓ 56・12

68� 疎林の丘 鶴　　龍廣 Ｈ ８・ ８

69� 蓮の花 朝倉　勝典 Ｓ 55・５

70� 黒田の渡し 森山　　傅 Ｓ 53・２

71� 夏山 大河原惇行 Ｓ 53・２

72� 赤星端詩歌文集 赤星　　端　 Ｓ 55・10

73� しのぶぐさ 貞苅　宗敏 Ｓ 50・10

74� 蝉しぐれ 三小田浩子 Ｓ 52・２

75� 詠草わが星霜 森　　千秋 Ｈ ６・ ９

76 谷蟆の歌 谷　　蟆生 Ｈ ２・ ４

�77� 山彦の歌 　　〃 Ｈ ３・12
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78� 天雲の歌 谷　　蟆生　 Ｈ ６・ ２

79� 白鳥の歌 　　〃　 Ｈ 11・２

80 宮中歌会始 菊葉文化協会 Ｈ ７・ ３

�81� 釣鐘山 波良杜子於 Ｈ ８・ ５

82 夢の触手 野田　光介 Ｈ 14・３

�83� 全人的 手島　一路 Ｓ 51・７

84� 雲表 持田　勝穂 Ｈ ４・ ９

85 肋断つ 近藤　隆司 Ｓ 52・７

�86� 森のやうに獣のやうに 河野　裕子 Ｓ 62・11

87� 樺みすず歌集 樺　みすず Ｓ 63・11

88� 満月の夜 蓮尾和寿子 Ｈ 13・６

89� 金港 大川　知治 Ｓ 63・６

90� 残燈 日加田　誠 Ｈ ５・ ８

91 白き玉繭 手島　一路 Ｓ 56・11

�92� 月光 近江屋愛子 Ｈ 17・３

93 川下る蟹 桑原　廉靖 Ｓ 56・12

�94 春蘭 三小田浩子 Ｓ 50・10

�95� 合同短歌集 筑後短歌くらぶ Ｈ 17・１

96� 短歌ルネッサンス Vol.1 田村　武士 Ｈ 13・１

97 紙漉きの歌 高山　道之

�98� あめんぼう 日刈　琢史

99 歌集　道 村松　幸子

�100 歌集　あじさい あじさい短歌会 Ｓ 52・７

�101 歌集　花ばさみ 粟生　　冬 Ｓ 54・２

�102 歌集　水鏡 水谷　邦雄 Ｓ 55・５

�103� 合同歌集　狭霧 円 短 歌 会 Ｓ 54・10

104 手間歌集　むらさき 九州大谷短期大学
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�105� 歌集　あぶりだし 鍋島　幹夫 Ｓ 56・７

106 歌集　潮 中川原　政次 Ｓ 58・11

�107 歌集　電照菊 久保田　藤代 Ｓ 63・７

�108� 歌集　春風のように 内藤　賢司 Ｓ 63・９

109� 歌集　山に向かって 尾畑　吉秋 Ｈ ２・ ６

110 うた日記抄 桑原　春代 Ｓ 50・３

�111 歌集　銀のライター 藤本準策遺稿 Ｈ 17・10

�112� 妻よ 藤井　銀蔵 Ｈ 10・９

113 火の匂い 角　　忠太 Ｈ ９・ ６

�114� 弥生光 百田　　和 Ｈ 10・６

115 歌集　女王蜂 近藤　喜造 Ｈ ７・ ７

�116� 青銅の鶴 柴崎　久資 Ｓ 62・10

117� 石蕗の花影 栗林喜美子 Ｈ 12・１

118� 青き未練 有田　秀子 Ｈ 13・４

119 若狭の海 奥本　　守 Ｈ 13・３

�120 風の森 吉富　　徳 Ｈ 17・10

�121� ひとすじの道 野上　　栞 Ｈ 17・10

122 歌集　宿命 川田　　順 Ｓ 61・４

�123� 一つの構図 川岡　五六 Ｓ 55・５

124 折りをりの歌 江上　芳枝 Ｈ 18・５

125 歌集　吹生 塩塚　常樹 Ｈ 18・５

�126 稲づくりの歌 国武　正彦 Ｈ 18・４

�127� 風の森 吉富　　徳 Ｈ 18・６

128� 冬の構図 加野　靖典 Ｈ １・ ９

129 羅針盤 加野　靖典 Ｈ １・ ９

�130 在宅酸素 大坪　公子 Ｈ 18・３

131� 楠若葉 金子　米子 Ｈ 11・６
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132� 生かされて 奥本　　守 Ｈ 18・７

133� 水毬 和田　明江 Ｈ 10・11

134� 一路 志岐　信次 Ｈ ４・12

135 明日の森 中山　陽右 Ｈ ５・ ７

�136� 蒼き座標 野中　　曉 Ｈ 12・12

137� 卆寿 丹下　藹基 Ｈ 13・９

138� 今村清子遺歌集 今　村　家 Ｈ 13・１

139� 若葉照る朝 木原　洋子 Ｈ 12・８

140 澄める瞳と 井上美保子 Ｓ 61・６

141 花と短歌 365 日 鳥海　昭子 Ｈ 18・５

�142 夢幻の華 上村　忠雄 Ｈ 13・７

�143� サビタの鈴 深野　幸代 Ｈ 12・１

144 歌集　夕光 新川美恵子 Ｈ 16・５

�145 天心 佐藤　通雅 Ｈ 11・４

�146 歌集　夜街 清島あつ子 Ｈ 14・11

�147 卯月菜の花 江上　栄子 Ｓ 61・３

�148� 愛しくて 前岡多美子 Ｈ 15・８

149� 針尾に集ふ 浦岡　　薫 Ｈ 11・10

150� 僕と獏 久津　　晃 Ｈ １・ ８

151 肥前の新しい歌枕 白鷺短歌会・潮鳴り短歌会 Ｈ ３・10

�152�「やぶれがさ」  「多多良」 山埜井喜美枝 Ｈ ９・11

�153 孔雀都市 久津　　晃 Ｈ 12・６

154� 火渡り 山埜井喜美枝 Ｈ ６・ ６

155� 六花 山埜井喜美枝 Ｈ ３・ ８

156� 呉藍 山埜井喜美枝 Ｓ 61・10

157� 天の雫 上村　忠雄　 Ｈ 19・７

158 農婦の呟き 毛利キヨ子 Ｈ ５・ １
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�159� 白仁秋津の世界 白仁秋津を顕彰する会 Ｈ 19・６

160� パン皿 宮田　久子 Ｈ 11・10

161 野紺菊 河口美沙子 Ｈ 19・10

�162 歌集　藤　（第二集） 黒木短歌会 Ｈ 20・１

163 日々のかたち 内藤　賢司 Ｈ 20・１

�164� 夜又五倍子 平井　　保 Ｓ 58・２

165� 歌集　寒牡丹 永松　典子 Ｈ 17・12

166� 夢ならば 中嶋輝洋子 Ｈ 18・11

167� 福耳 古賀ひで子 Ｈ 20・６

�168� 紙漉きの歌 高山　道之 Ｓ 18　　

169� あめんぼう 日刈　琢史 Ｈ 16・４

170� 鰯雲 立花　　進 Ｈ 12・１

171� 草の分際 金子　きみ Ｈ 17・10

172� スリリと啼きて 今岡　澤美 Ｈ 18・10

173 企救小詠 添田　博彬 Ｈ 20・９

�174 万華鏡 永利登志子 Ｈ 21・３

175 木洩日の坂 浜畑　松枝 Ｈ 15・５

�176� 天の妙音 松島　八郎 Ｈ ７・ ９

177� 思い出のうた 橋爪カズヱ Ｈ 21・４

�178� 微風呼ぶ街 桜井　秀・つね Ｓ 43・11

179� 風標 江島彦四郎 Ｓ 48・11

180� 字母 田中　敬治 Ｓ 49・８

181� 不知火 水　　　甕 Ｓ 53・１

182 一筋の道 上村　忠雄 Ｈ 21・６

�183� ねこじゃらし 篠原まり子 Ｈ 17・10

184� 去来の風 水島　汲雄 Ｈ 17・５

185� 白磁の韻 田中優紀子 Ｓ 42・10
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186� 冬の葡萄 竹井　千代 Ｈ 15・３

�187 独りの道 松井　スミ Ｓ 53・９

�188� ゆめあはせ 恒成美代子 Ｈ 14・５

189 二生 森重香代子 Ｈ 17・４

�190� 小春日和 恒成美代子 Ｈ 18・６

191 花も花なる 貞刈みどり Ｈ 20・６

�192� サラン キム英子ヨンジャ Ｈ 17・３

193� 残燈 目加田　誠 Ｈ ５・12

194 月日のほとり 古賀　弓子 Ｈ 22・６

�195� 男の土産 北帆　桃子 Ｈ 18・４

196 小郡歌壇 小郡短歌会 Ｈ 23・４

197 いのちの砦 上村　忠雄 Ｈ 23・７

198 詠草わが星霜 森　　千秋 Ｈ ６・ ９

199 歌集露天風呂 中島輝洋子 Ｈ 12・５

200 夢ならば 中島輝洋子 Ｈ 18・11

201 白鳥よ 藤岡　成子 Ｈ 21・９

202 子らよ羽ばたけ 秋吉　信子 Ｈ 17・10

212 風船かづら 野瀬　久子 Ｈ 24・７

213 蒼き座標 野中　　曉 Ｈ 12・12

214 秋　雪 国崎望久太郎 Ｓ 61・12

215 刈原の池 倉富　綾子 Ｈ 10・２

216 石蕗の花影 栗林喜美子 Ｈ 12・１

217 樹下の舞 森田　紘生 Ｈ ３・12

218 象 平田　　章 Ｓ48　　

219 素焼きの甕 渡　　ゆみ Ｈ 17・３

220 樹層以後 吉武　俊子 Ｈ ７・ ８

221 恒　沙 松浦　　哲 Ｈ 24・４
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222 一弦の風 岡松　克博 Ｈ 17・ ９

223 生きる 西林　幸子 Ｈ 22・10

224 メビウスの帯 藤吉　宏子 Ｈ ５・12

225 若　夏 沖縄県歌人会編 Ｈ 24・9

226 しろしき日 岡　　一輻 Ｈ 24・６

227 トキコ抄 　　〃 Ｈ 24・６

228 鞦　韆 　　〃 Ｈ 25・３

229 合同歌集　白南風 筑後短歌会 Ｈ 26・１

230 日日是好日 藏本ミチ子 Ｈ 26・３

231 催花雨 馬場タヅ子 Ｈ 23・６

232 ひとりの春 篠原まり子 Ｈ 10・８

233 若駒たちの夏 岡　　一輻 Ｈ 26・10

234 風の吹くまま 上村　忠雄 Ｈ 26・12

235 大銀杏　相撲の風景 岡　　一輻 Ｈ 27・１

236 風の均衡 氷室　敬子 Ｓ 62・９

237 無名草花 吉泉　恒徳 Ｈ 27・２

238 半人半馬 野田　光介 Ｈ 28・10

239 うつつ川 柳　　芳子 Ｈ 29・４

240 ぶつぶつと吐きながら 岡　　一輻 Ｈ 30・７

241 坂田力自選短歌集 稲光にしき Ｒ １・ ９

242 夕あかり 野中ヨシ子 Ｒ １・10

243 能登の鳶　くるりくるり 岡　　一輻 Ｒ １・11

244 福岡県歌人会合同歌集 福岡のひびき Ｒ ３・ ２

245 月日のほとり 古賀　弓子 Ｈ 22・６

246 熊本美和子遺歌集 熊本美和子 Ｒ ４・ ２
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句集
１� くすの実　第４・５・６・７集 吉泉恒徳編

２ 句集　青田風 中島　藤喜 Ｈ２・12

�３� 句集　寒造り 高橋　克巳 Ｓ 61・10

４ 風　雲 石田　鶴子 Ｓ 63・４

５ 三十周年記念句集 久留米同人俳句会 Ｈ１・11

�６� 句集　電照菊 久保田藤代 Ｓ 63・５

７� 春吉句集 畑　　春吉 Ｓ 57・２

８� 句集　二千年 ひ な の 会 Ｈ 12・８

９ 山峡ろまねすく 椎窓　　猛 Ｈ ９・ １

10� 続句生涯　第三句集 宮崎　了乙 Ｈ２・12

11 句集　春愁 三浦　絢子 Ｈ 16・３

�12 記念句集 新 泉 句 会 Ｈ ３・　

13 たちばな集 栗木　　橘 Ｓ 49・10

�14� ガス燈 中島　敏彦 Ｓ 51・８

15 金印 岡部六弥太 Ｈ 12・12

�16 てっせん花　堀サチ遺句集 堀　　美子 Ｈ ８・ ５

�17� 句文集　白南風 加藤　其峰 Ｓ 56・10

18� 句歌集　うつしみ（第二集） 北原つる女 Ｈ １・ ３

19� 草炎 山根　草炎 Ｓ 56・７

20� 句集　菊菱 隈　　潔太 Ｓ 54・８

21� 句集　つゆくさ 杉田タマキ Ｈ 12・５

22� 石梨の木 宮　　柊二 Ｓ 47・１

23� 寂光土 調　　輪山 Ｓ 57・３

24 短日 中尾　花聲 Ｓ 59・６

25� 家 今村　俊三 Ｓ 47・１
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26� 県民文化祭　入選作品集 ふくおか県民文化祭 Ｈ６・11

27 松鵜　潔  百句集 松鵜　　潔 Ｈ 11・10

�28� 句集　老梅 猿渡　逸子 Ｓ 59・２

29� 海月 児玉　　孜 Ｈ 10・11

30� 樹下の舞 森田　紘生 Ｈ３・12

31� 瓦礫 野崎　政夫 Ｈ ７・ ５

32� 鵙 筑 後 句 会 Ｓ 49・10

33 句集　日々のあゆみ 井浦トキヨ Ｈ６・11

�34� 句集　鶴守 村田青羊女 Ｓ 50・５

35� 句集　鷹柱 岡部六弥太 Ｈ 14・９

36� 句集　手花火 鵜飼　礼子 Ｓ 57・３

37�  〃 　香木 　　〃 Ｓ 62・７

38� 七七句集みじかい俳句 馬場　元志 Ｈ 15・８

39� 湖の月 恒川和左子 Ｈ 16・２

40� 道草 多田　孝江 Ｈ 12・６

41 草笛 多田　　薫 Ｈ 12・６

44� 木の葉髪 北星松延定之 Ｓ 60・　

45� 記念句集 新 泉 句 会 Ｈ３・10

46� 土秋百句 森　　土秋 Ｓ 57・11

47 とびかた　創刊号 八女睦会 Ｈ 11・６

�48 句集　初空 荒金　久平 Ｈ 18・９

�49� 句集　源流 中谷トクエ Ｈ 17・５

50 句集　千里を翔けて 中村　姫路 Ｈ 18・５

�51 寅の色 波田　美城 Ｈ 18・７

�52 句生涯 宮崎　了之 Ｓ 54・10

�53� 句集　石蕗坊主 山川　孝吉 Ｓ 55・６

54� 句集　柳影 介弘　浩司 Ｓ 60・４
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55 句集　地行の浜 秋山　好明 Ｓ 63・５

�56� ひこうき雲 助廣　俊作

57 台所からのひとり言 佐々木千鶴子 Ｈ７・12

�58 白游 つつみ眞乃 Ｈ 15・４

�59� 句文集かたりべ修羅の島 永田　呂邨 Ｈ 11・３

60� 句集　老松 江頭伊三郎 Ｈ ８・ ７

61� 江頭幸氏追悼誌 江頭　澄子 Ｓ 61・８

62 句集　八十路坂 椎原加寿子 Ｈ 14・８

�63� 緑の雨 平木　谷水 Ｈ ２・ ９

64� 白雨会　合同句集 Ｈ 13・７

65� 光と翳 山田　勇作 Ｓ 42・12

66� 西原栁雨 井上　　束 Ｓ 53・８

67� 句文集　ガス燈 中島　敏彦 Ｓ 51・８

68� ひなげし 津野美都江 Ｈ 12・８

69� 筑後川 南　　熊太 Ｓ 42・10

70� へそ曲り 西村　　衛 Ｓ 44・８

71� 句文集 根城　晝夜 Ｓ 43・９

72� 私の俳文 木村　律郎 Ｓ 34・８

73� 雪間の草 吉泉　恒徳 Ｈ 16・10

74� 九州寒雷合同句集 川島　品代 Ｈ ８・ ５

84 虹がうたう 橋本　輝雄　 Ｈ ７・ １

85 紅紅 峰尾　北兎 Ｓ 63・９

86 流紋 杉山　恵子 Ｓ 63・12

87 流萍遺作句集 吉村　照子 Ｓ 62・10

88 安曇の山河 柴田　長次 Ｈ 16・７

89 句集　系図 荒井千佐代 Ｈ 14・３

90 雲の旅 窪田　沙織 Ｓ 62・８
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91 句集あさくら 古賀　幹人 Ｈ 19・４

�92� 八女津媛 西江　和子 Ｈ 10・６

93 鵙日和 井上　淑子 Ｈ 17・５

�94 花信 岡部六弥太 Ｈ 19・７

�95� 臥龍梅 小島　春蘭 Ｈ 18・12

96� 蜻蛉 多田　　薫 Ｈ 18・12

97 寒垢離 太賀　良子 Ｈ 19・１

�98� 秋桜 多田　孝枝 Ｈ 18・12

99 森登風遺句集 Ｓ 61・２

�100 山に向って 尾畑　吉秋 Ｈ ２・ ６

�101 川柳句集 西村　正雄 Ｈ６・10

�102 川柳集 八女川柳会 Ｈ 22・１

�103� 山廬 大堀　　孝 Ｓ 42・10

104 寸時鳥影 菊川　芳秋 Ｓ 52・８

�105� 詩句発句 織坂　幸治 Ｈ 15・８

106 鳥町 中島　　昻 Ｓ 52・８

�107 津留ひさし句集 Ｓ 53・８

�108� 津留ひろの句集 Ｓ 53・８

109� 合同句集　松の花 松の花句会 Ｓ 62・４

110 天女降臨 有森　信二 Ｈ 22・１

�111 身世打鈴 姜　　琪東 Ｈ９・10

112 一人静 堤　トシコ Ｈ 23・７

113 八女津媛 木下　紀子 Ｈ 21・１

114 蕗の薹 森松まさ子 Ｈ 12・８

115 綾杉 本郷　草風 Ｈ 18・11

116 紫雲台 堤　　八郎 Ｈ 45・１

117 俳句事始め 黒木　　操 Ｈ 25・４
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118 寒　昴 園田　篤子 Ｈ 23・４

119 素　描 廣瀬　雅男 Ｈ 20・10

120 玉　名 高本　和子 Ｈ 20・５

121 やさしい春 森　さかえ Ｈ 19・12

122 野に遊ぶ 古賀　一弘 Ｈ 26・４

123 清冽の抄 鵜飼　礼子 Ｈ 25・３

124 句集　虹がうたう 橋本　輝雄 Ｈ ７ ・１

125 句集　風の遍路 佐藤のぶ子 Ｈ 27・12

126 ひこばえ 吉泉　守峰 Ｈ 28・４

127 川柳句集　魚拓 堤　日出緒 Ｈ 30・９

128 合同句集　みつまた 吉泉　守峰 Ｈ 30・10

129
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詩集
１ 末世の相の中で 柿添　　元 Ｈ 16・４

�２ 笑顔の花 室園　孝子 Ｈ 16・５

�３ は　ぜ 平田　友武 Ｓ 58・７

�４ 虫追い祭り 平田　友武 Ｓ 41・２

５ 中学生 大串　強一 Ｓ 39・５

�６� いのり 江島　政光 Ｓ 63・８

７� 幻想 駒田　暎司 Ｓ 57・５

８� たいしたものはありません 島居　祐示

９ 深夜と白昼 内藤　賢司 Ｓ 53・　

�10 詩集　六十代 富田　　淑 Ｓ 60・７

�11� 私しゃ恐い！この不気味な沈黙が恐い 吉田　正一 Ｓ 58・１

12� ことばの歩行 内藤　賢司 Ｓ 50・12

13 半分づつの夫婦 金子恵美子 Ｈ 42・10

�14� 霧の中 納塚　春夫 Ｈ１・12

15� 恥の譜 緒方　　功 Ｓ 58・９

16� Ｈａｂｅ　Ｄａｎｋ 中島　千浪 Ｈ 13・３

17� 笑い仮面 今村　和美 Ｓ 47・５

18 残照 平田　友武 Ｈ 10・７

�19� 青い杉の実 北小６年杉の実グループ Ｈ 16・10

20� 花影 木下　圭子 Ｈ 10・11

21� 望郷 谷口　　謙 Ｈ 12・10

22� 七夕伝説 渋谷　直美 Ｓ 10・12

23 春に瞑想するものたち 上村　育也 Ｓ 61・４

�24� ＡＬＬ　ＳＰＩＣＥ ALL  SPICE の会 Ｓ 62・２

25� 日本詩人全集５ 佐藤左千夫・長塚節
島木赤彦・古泉千樫 Ｓ 43・８
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26� 古川嘉一詩集 古川　嘉一 Ｈ 12・４

27 たった一冊の詩集 須永　博士 Ｈ ６・ ９

�28 Ｌｉｔｔｌｅ　Ｂｉｒｄ 柊　　小町 Ｈ 11・９

�29� 才所三正先生作品集 才所　三正 Ｈ ８・ １

30� 詩集 「幹」 椎窓　　猛 Ｈ ５・ ３

31� 想い草 中田　千郷 Ｓ 63・４

32� 僕のこころの窓は 110 センチ 信山こと伊藤正史

33 西日本戦後詩史 黒田　達也 Ｓ 62・11

�34� くらっちゃった旅路どおりの詩２ 塚本　容山 Ｈ 11・11

35� 　　　　　　　〃　　　　　　３ 　　〃 Ｈ 12・９

36� 　　　　　　　〃　　　　　　４ 　　〃 Ｈ 13・８

37� 詩画集　想い草 中田　千郷 Ｓ 63・４

38� 西日本戦後詩史 黒田　達也 Ｓ 62・11

39� 北極上空 　　〃 Ｓ 54・３

40� 午後の大回廊 渡辺　　斉 Ｈ 16・12

41� 君への贈りもの 河端　洋安 Ｈ 13・７

42� TAIWAN 龍　　秀美 Ｈ 11・12

43� きょうはあしたです 長野　　正 Ｈ 17・10

44 現代詩入選作品集 国民文化祭小郡市実行委員会 Ｈ 16・11

�45� 献詩入選詩集 野田宇太郎顕彰会 Ｈ 14・10

46 丸山豊と「母音」の詩人たちⅠ 野田宇太郎文学資料館 Ｈ ７・ ３

47� 　　　　　〃　　　　　　　Ⅱ 〃 Ｈ 16・11

48� 筑紫の詩人たち 野田宇太郎文学資料館 Ｈ 17・５

49� 詩集　あぶりだし 鍋島　幹夫 Ｓ 56・７

50 失われた青春を求めて 吉岡　正一 Ｓ 58・５

�51 八女の四季 平田　友武

�52� 一日のレッスン 深町凖之助
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53 考える木 深町凖之助

�54� 虫おいまつり 平田　友武

55� 中庭詩歌集 中 庭 の 会 Ｈ 16・10

56� 私の内なる島へ 進　　一男 Ｈ 10・５

57 無窮の旅に抱擁された船乗りよ 古賀　健介 Ｈ９・11

�58 記憶の家 野田　恭子 Ｈ 17・６

�59 越境する霧 若松丈太郎 Ｈ 16・５

�60� 晩鐘かすかに 秋山　喜文 Ｈ 17・９

61 上村肇自選詩集　わが海鳥の歌 上村　　肇 Ｈ 17・10

�62 冬のいろどり 吉原　光子 Ｈ８・12

63 鵲声津屋崎センゲン 吉村　青春 Ｈ 18・２

�64� ラ行の試練 助廣　俊作 Ｈ 18・４

74 北を去る 嶋田　一歩 Ｈ ７・ ３

�75� とんぼの空 長野　　正 Ｓ 54・５

76 風にゆられて 丸尾のり子 Ｈ 15・４

�77� あなた色 三山　徳子 Ｈ 17・11

78� セルロイドの下敷 和田　明江 Ｈ 13・11

79 呪幻 綾部　榎城 Ｈ 12・11

80 月光砂漠 松永　伍一 Ｓ 60・１

81 靴 奥田　和子 Ｈ 11・９

82 詩集　かるい眩暈 河本佐恵子 Ｈ 15・７

83 詩集　鐘子 原田　暎子 Ｈ 10・11

84 空の器 大石　陽次 Ｈ 16・４

�85� 詩集　老春の榾の火 田代　一成 Ｈ 13・６

86 詩集　行進曲＜靴＞ 東　　一秀 Ｈ ９・ ７

�87 IN MY LIFE 山口　慶子 Ｈ 19・２

�88 詩集　聖氷島 秋山　喜文 Ｈ 19・12
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�89� 雫集 天　乃　雫 Ｈ 20・１

90 油屋のジョン 松永　伍一 Ｓ 61・６

�91 トカゲの人 田島　安江 Ｈ 18・11

�92 水の家 田島　安江 Ｈ ４・ ９

�93 博多湾に霧の出る日は、 田島　安江 Ｈ 14・12

�94 記憶の家 野田　恭子 Ｈ 17・６

�95 美しい黒 田中　裕子 Ｈ 18・10

�96 秋日和 杉　真理子 Ｈ 19・９

97� 見えない潮 坪井　勝男 Ｈ 19・９

98 ビーキアホウ 脇川　郁也 Ｈ 19・11

�99 午後の大回廊 渡辺　　斉 Ｈ 16・12

�100 抽斗にピストル 麻田　春太 Ｈ 19・９

�101 北一輝の帽子 石川　敬大 Ｈ 14・11

�102� 九月、沛然として驟雨 石川　敬大 Ｈ 17・11

103 外を見るひと 梅田智江・谷内修三

104� 月子 原田　映子 Ｈ 20・７

105� シルクロード 秋吉久紀夫 Ｈ 16・８

106� そぞろおもい 中原　澄子 Ｈ 19・５

107 天景 織坂　幸治 Ｈ ９・ ４

�108� 終わりのない夏 門田　照子 Ｈ 19・10

109 時計 高松　文樹 Ｈ 19・10

�110� 黒い言葉 井本　元義 Ｈ 20・10

111 返らぬ日 宮崎　唯次 Ｈ ４・ ６

�112 俺は開業医 中島　敏彦 Ｈ ７・ ８

�113� 球根 丸山　　豊 Ｓ 58・３

114� 松永伍一全景 松永　伍一 Ｓ 63・４

115 遺言 柿添　　元 Ｓ 41・１
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�116� わが島 渡辺　　斉 Ｓ 53・11

117 遠い声近い声 各務　　章 Ｈ 14・12

�118 午後の大回廊 渡辺　　斉 Ｈ 16・12

119� 博多湾に霧の出る日は 田島　安江 Ｈ 14・12

120 晩鐘かすかに 秋山　喜文 Ｈ 17・９

�121 花のストイック 井本　元義 Ｈ 16・４

122� 滑稽な鳥 尚　泰三郎 Ｈ 16・11

123� 熊平武二詩集 熊平　武二 Ｓ 35・２

124 ＴＡＩＷＡＮ 龍　　秀美 Ｈ 11・12

125 遠潮のうた 重藤　　脩 Ｓ 51・11

126 美しい黒 田中　裕子 Ｈ 18・10

�127 零地点 有森　信二 Ｈ 22・１

128� 天使のハート ハニエル泉 Ｈ 20・７

129 ちょっと違うだけで 宍戸　節子 Ｈ 20・12

�130� レモンの木 井上　　文 Ｈ 19・７

131� ビーキアホウ 脇川　郁也 Ｈ 19・11

132� 片方の手袋 各務　　章 Ｈ 22・６

133 門田照子詩集 Ｈ 21・１

�134� 時間の岸辺 黒田　達也 Ｓ 46・７

135� 夏至まで 吉貝　甚蔵 Ｈ 21・10

136 詩集蛇苺 山本　源太 Ｈ 18・２

137 無窮の旅に抱擁された船乗りよ 古賀　健介 Ｈ ９・11

138 新羅の壺 丹生　秋彦 Ｈ ５・ ３

139 兵隊オルフェ 荒木　　力 Ｈ 13・11

140 虫の葉隠 西沢　杏子 Ｈ 13・４

141 ビーキアホウ 脇川　郁也 Ｈ 19・11

142 風になる 桐原　一成 Ｈ ４・10
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143 ひこうき雲 助廣　俊作 Ｈ 11・12

144 バブルの子 助廣　俊作 Ｈ 26・６

146 傘寿を過ぎて 秋山　嘉文 Ｈ 28・８

146 聖氷島 vol56 秋山　嘉文 Ｈ 29・２

147


